
 開催日時：2023年 12月 13日（水）17：30-19：00

 形  式：現地開催のみ（医学部６号館１階講堂） 

 内  容： 

17:30-18:00 講演 

新型コロナ感染対応から学んだ医療格差是正の成果につなげるキーポイント 

～ＡＩ・ＣｈａｔＧＰＴ活用が未来につなぐ可能性～ 

18:00-18:30 質疑応答 

18:30-19:00 交流会 

 メンターのご紹介

神谷 英美子先生 

アメリカ疾病予防管理センター（CDC）・

HIV 予防課上席主任研究官 及び国際緊急援助隊リーダー

ハーバード公衆衛生大学院疫学・公衆衛生修士課程（MPH）、

カリフォルニア大学サンフランシスコ校看護学・修士課程（MS）及び博士課程（PhD）卒業。

アメリカ軍保健衛生大学医学部・国際保健外交戦略プログラム 終了。

サンフランシスコ危険地区にて、無保険者、低所得者、不法移民や薬物中毒者などの医療弱

者の為の無料診療所を立ち上げる。看護部長として世界に先駆けての性同一性障害の無料ホ

ルモン療法など、前例のない様々な医療格差問題を取り上げたプロジェクトを発足させ率いた後、

2014 年より CDC。コロナやサル痘の緊急事態の際には、空港検疫所、保健所、教育施設、医

療施設やインディアン居留地など最前線で感染症対応支援を行う。現在は AI や chatbot を使

ったデジタルヘルスの導入、薬剤師の依存型処方権の推奨、かかりつけ医の診療範囲の拡張な

ど、医療格差の解決策などの戦略立案や指揮をとる。

東北大学・特任教授（客員） 

聖路加国際大学・臨床教授 

エイズ看護学術誌・取締役及び副編集長

 お申込

こちらのリンクよりお申込ください ⇒ https://forms.gle/CvHxh2fnV16Mjm9A6 

受付締切は 12 月 11日（月）17時となります。 

東北大学未来型医療創造卓越大学院プログラム 

神谷  英美子先生による合同メンタリング 

https://forms.gle/CvHxh2fnV16Mjm9A6



